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2017-2018 年度 ＲＩテーマ “  ROTARY：MAKING A DIFFERENCE “ 

                               ～ ロータリー：変化をもたらす ～ 

  

                                                          

２０１８年 １月３０日（火） 例 会 場  富山第一ホテル１３階ルミエール 

司     会   布目ＳＡＡ 

開 会 点 鐘   橋本会長 

ソ  ン  グ   「  それでこそロータリー  」   

四つのテスト唱和   橋本会長 

ゲ ス ト 紹 介   富山縣護國神社 禰宜 栂野 高広 氏 

誕 生 日 祝   遠藤忠正会員（2 月 1 日）  

中井康博会員夫人（1 月 30 日） 青木会員ご主人（2 月 3 日） 

結 婚 記 念日祝   増山会員（2 月 2 日） 瀬戸会員（2 月 3 日） 

出 席 報 告   【総員数：8 0 名】             ※（ ）内はメーキャップ人数 

当 日 （ １月３０日 ） ５１（  ３ ）/ ８０ 出席率  ６３．７５ ％ 

前々回 （ １月１６日 ） ６５（１３ ）/ ８０ 出席率  ８１．２５ ％ 

幹 事 報 告   山田直毅幹事より 

・2 月 22 日（木）に行われます富山第 2 分区Ｉ．Ｍ．の出欠の返事がまだの方は、 

本日までに事務局へご連絡いただきますようお願いいたします。 

          ・ロータリー財団、および米山記念奨学会への寄付に対する確定申告用領収証が 

送られてきましたのでお配りしております。忘れずにお持ち帰りくださいます 

ようお願いいたします。 

委 員 会 報 告   岡﨑稔 会員増強・選考・分類・出席委員長より 

          ・1 月 23 日（火）に行われた会員増強のためのクラブアッセンブリーの内容の 

共有化について 

ニ コ ボ ックス   ・卓話の機会をいただいて                            栂野 高広 氏 

          ・結婚記念日祝い、ありがとうございます             増 山 さん 

          ・遅刻おわび                          吉田誠 さん 

・早退おわび                   青 木 さん・綿 谷 さん 

卓 話 者 紹 介   相川職業奉仕委員長より 

卓     話   富山縣護國神社 禰宜 栂野 高広 氏 「 神主として 」 

閉 会 点 鐘   橋本会長 

 

 

 

 

２０１８年 ２月 ６日(火) 於：富山第一ホテル３階天平の間 

 宮本 勘吏 会員による卓話 「 アット アート エト 」 

例会終了後、理事役員会（於：３階梓の間） 

 

 

第９７３回 例会の記録 

本日 第９７３回例会プログラム 

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           

 

２月１３日（火） 山田彰弘会員による卓話 於：１３階ルミエール 

１４日（水） 第 5 回職業奉仕委員会勉強会 於： ２階橘 の 間 

２２日（木） 富山第２分区Ｉ．Ｍ． 於：富山第一ホテル３階 

  ２７日（火） 富山県水墨美術館 館長 中川美彩緒 氏による卓話 於：１３階ルミエール 

 

 

 

○例会変更 

２月１９日（月）富山シティーＲＣ 富山第 2 分区Ｉ．Ｍ．【富山第一ホテル】9：30～13：30 

１９日（月）富山大手町ＲＣ  富山第 2 分区Ｉ．Ｍ．【ANA ｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ富山】15：30～19：30 

２１日（水）富山中ＲＣ    富山第 2 分区Ｉ．Ｍ．【ホテルグランテラス富山】9：30～13：30 

２２日（木）富山西ＲＣ    富山第 2 分区Ｉ．Ｍ．【富山電気ビル】9：30～13：30 

２３日（金）富山南ＲＣ    富山第 2 分区Ｉ．Ｍ．【富山電気ビル】9：30～13：30 

＊富山第 2 分区Ｉ．Ｍ．欠席分は 19 日（月）～23 日（金）では充当できませんので、ご注意願います。 

○ニコボックス累計金額 １９２件  ７２８，０００  円 

○ロータリー適用相場のお知らせ  １ドル １１０ 円 

 

 

 

 

 

 

２月の行事予定 

お 知 ら せ 

 富山第 2 分区Ｉ．Ｍ．のご案内  

日 時 ： 平成 30 年 2 月 22 日（木） 開会点鐘 12：30～ ・ 閉会点鐘 14：00 

場 所 ： 富山第一ホテル 3 階 

 講 演 ： ・講 師：富山大学名誉教授 理学博士 竹内 章 氏 

       ・演 題：「地質学と私たちのくらし」 

 その他 ： ・昼食は 11 時半より召し上がることができます 

       ・相乗りまたは公共交通機関等を利用してお越しください 

  

 第 5 回職業奉仕委員会勉強会  

日 時 ： 平成 30 年 2 月 14 日（水）18：30～  

場 所 ： 富山第一ホテル 2 階 橘の間 

 参加費 ： お弁当代 2,500 円（ただし、クラブより 1,000 円の補助があります） 

 その他 ： ・参加される方は、“冊子「ロータリーの歴史に学ぶ」”をご購入願います。 

        当日、代金（1 冊 864 円）と引き換えにお渡しいたします。 

       ・勉強会の参加はメークアップになります。 

        （2/6,2/13,2/22,2/27 欠席分に充当できます） 

       ・今後の予定は、3 月～5 月まで各月 1 回ずつ行います。 

  

例会欠席のご連絡は、例会前日の午前中までに 

事務局あてにお願いいたします。 

事務局電話番号 ： ０７６－４４１－１７３７ 

事務局携帯番号 ： ０９０－５６８３－３６６０ 



例会日：火 曜 日 

12 時 30 分 

 

 例会場：富山第一ホテル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事務局：〒930-0082 富山県富山市桜木町 10-10 富山第一ホテル 5F 

TEL（076）441-1737 FAX（076）441-2824 

    事務局携帯電話 090-5683-3660 

    E-mail:info@toyama-mirai.net URL: http://www.toyama-mirai.net 

◆ 富山縣護國神社 禰宜 栂野 高広 氏による卓話 ◆ 

 「 神主として 」 

         

 

富山みらいロータリークラブの皆様方には、元服立山登拜を始め、常日頃より當神社の活動に対しま

して、温かくご協力をいただいておりますこと、先ずもって感謝申上げます。 

本日は、富山縣護國神社の神主としてお話します。神主の使命としては、「祭典・神事」を奉仕するこ

と・「伝統文化」を守り伝えることを大切にしています。 

私たちが奉仕している祭典や神事の中心は「祈り」でございます。「祈り」とは、感謝のまことを捧げ、

そのご恩に報いるために努力することであります。 

一月一日夜明け前、天皇陛下におかせられましては、四方拜と申しまして最も重要な束帯装束の黄櫨

染御袍を着装遊ばされ、伊勢神宮の皇大神宮・豊受大神宮に向かって拜礼、四方の神々、天皇の陵を拜

礼、その年の国家国民・世界の安泰安寧、五穀豊穣などをお祈り遊ばされます。 

一月一日の元日が祝祭日となっておりますのは、天皇陛下御自らによる四方拜が行われるからであり

ます。余談ではございますが、祝祭日には祭日の意味がありましたが、現在定められます祝日には「祭」

の文字が省かれており、神主としてとても懸念することであります。 

私たち神主は、天地(あめつち)の神や先祖の神を敬う祖先崇拜、八百万(やおよろず)の神々を敬う自

然崇拜を大切にし、「祈り」の祭典を奉仕しているのであります。 

また、「伝統文化」を守り伝えていくために、元服立山登拜や篝火狂言などの行事も行っております。

元服立山登拜では、山小屋での食事の際に、食前感謝・食後感謝の唱(とな)え詞(ことば)を参加者一同

で唱えております。この唱え詞は、国学者の本居宣長さんが詠まれた 

たなつもの百(もも)の木草も天照(あまてら)す日の大神の恵みえてこそ 

朝宵(あさ(よい)に物くふごとに豊受(とようけ)の神の恵みを思へ世の人 

の歌であり、伊勢の皇大神宮に祀られます日の神、天照大御神は、木草や全て生き物の命の源であり、

いただくときには、天照大御神の恵みに感謝して命をいただきましょう。伊勢の豊受大神宮に祀られる

豊受大神は、天照大御神の食事を司る神であり、ご馳走をいただいた後は、その食事に関わる農家や漁

師、料理に携わった人など全ての人々に感謝しませう。といふ意味であることを隊員たちに伝え、唱え

ております。 

更にまた、節目の時も顧みて顕彰申上げることが大切であると考えております。 

皆様ご承知の通り、本年平成三十年は、明治維新より百五十年、明治元年三月十四日に五箇条の御誓

文が布告されましてから百五十年の節目の年であります。 

人は一人前になる時、元服して一人前となりますが、国が元服して一人前となりますのは、国家が樹

立された時であります。日本国家のはじまりは、神武天皇が即位された時でありまして、皇紀にします

と二六七八年、約二千年近く国の形が続いていることは、世界でも大いに自慢できることです。そして

また、近代日本国家のはじまり、元服は、明治天皇が即位された時であります。その時から百五十年の

記念の年を迎へたことは、顧みて顕彰するのにとても大切な時でございます。その近代国家の大本は、

五箇条の御誓文でございます。 

黒船が来航して、国家未曽有の国難にあった時、もはや国民統一の国家的中心は幕府ではあり得ない。

幕府の権威と力では、国民統一という課題は達成し得ない。真の国民的統一の中心たり得るのは歴史的

正統君主たる天皇に他ならない、という尊皇の精神によって明治維新が成し遂げられ、近代日本国家が

確立されました。 

御誓文の後にございます勅語、天皇陛下のお言葉の最後に、「衆亦此旨趣に基づき協心努力せよ」と、

天皇と国民力を合せて、この国家の基本方針に努力していこうというお言葉の下で近代日本の国家建設

がはじまり、今の国の形がつくられました。現在の国家国民の状況を鑑み、この五箇条の御誓文布告百

五十年の節目にあたり当時を顕彰することの重要性を申上げ、神主としてのお話とさせていただきます。 
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